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生活支援技術」学習指導案「

千葉県立松戸向陽高等学校

－－

介護実習室25年12月12日（木） 第4．5限平成日時・場所

対象クラス
１
２
３

福祉教養科1年生

」星や●・ ず。
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自分の好きなjﾐ訂冒了冒で蓉扇だけ安全で清潔な寝床で身体を休めることは､人間の基本的
欲求のひとつである｡疾病や障害のない人は，自分の寝床が汚れた場合,条件がそろってい
れば自分の力で清潔に整える事ができる。しかし,疾病や障害のある人の中には、自分自身
で寝床を準備することすらできない人がいる。

人間の基本的欲求を満たす援助こそが､生活を支援することである｡それを担う介護従事
者にとって,人間が，自分の好きなように,安全で消潔な寝床を整えることの意義を正しく
理解し,それを支援することは必要不可欠な技術である。そして，このことこそが人間とし
ての尊厳につながるのだということを十分に理解させ,必要な時に適切な支援ができる技術
を身に付けさせる必要がある。

生活体験が少ない生徒がほとんどである。自分の生活を振り返り，常に「自分が利用者だ
ったらどうして欲しいか」という視点を持たせながら指導する必要がある。・

自立に向けた生活支援技術環境の整備（ベッド周りの環境盤卿

本時の目標

生徒観

●

教材観3

4 単元名

5単元目標 寝床環境を整備することによって，利用者が必要な質の良い休息をとることができると

ともに，感染予防や生活を快適に導くという目的，意義を理解させる。そして，安全で清
潔な寝床環境を整えることが利用者の生活を支援する上で重要であり，それが介護者とし
て必要不可欠な技術であるということを理解させる。また，利用者,介護者双方にとって
安全な技術について考えさせ，実際に体験することによりj基本的な技術を習得させる。

・・2時間

・・1時間

・・1時間

・・2時間

・・1時間

・・2時間体時ウ

・・1時間

寝床環境を安全かつ消潔に整えることの意義・
安全なベッドを作るには。。・・・・・・・・

利用者の安全･介護者の安全・・・・・・・・

ペッドメーキングの実際・・・・。。・・・・

ベッドメーキングの振り返り・・・・・・・・

リネン交換の実際・・・・・・・・・・・・・

リネン交換の振り返り・・・・・・・・・・・
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本時の授業

（1）授業名

（2）本時の

7

「リネン交換の実際」

リネン交換の支援をする際に必要な基本的な技術を理解する。また、利用者､介護者
双方に安全で安楽な技術について体験から理解する。



（3）授業の展開

段階
配当噸､）

導入

(15分）

展開1

(25分）

学習内容

･授業開始の挨拶

･身だしなみ､持ち物の確認

･前回の授業の振り返り

･本時の授業の説明

<ｼー ﾂ交換の実際:演示〉

【開始前の準備】
･利用者の状態の観察

･利用者への説明と了承

･介護者自身の準備

･物品の準備と配腫

･作業しやす1,場瞳づくり

【効率よく短時間で行う】
･2人で片側ずつ実施

【汚れたｼー ﾂの取り外し方】

･利用者に不快感を与えないマ

ットレスの持ち上げ方

･汚染を広げないためのｼーツ

の取り扱い方

【再利用する物品の処理】
･利用者に不安を与えない声の

かけ方

･小椿の清潔な扱い方

･ゴミや挨を周囲に広げない配

慮

【清潔なｼー ﾂの扱い方】
･ベッド広げる際の留意点

･清潔に取り扱うための工夫
･利用者に不快感を与えないマ

ツトレスの持ち上げ方

･しわのない安全なベッド

【終了後の後始末】
･剰胴者の状態の観察

･環境の復元

｡汚れたものの扱い方

学習活動

･授業開始を意徴する。

･身だしなみと持ち物について

教員からチェックを受ける。

必要時修正。

｡｢ｼー ﾂ交換｣，「体位変換」

の校内実習の授業内容を想
超する｡

●本時の授業内容についてイメ

－ジしながら聴く ｡

･演示をするベッドの周りに集

’合し､教員の演示を見学する。

･大事な箇所をメモを取りなが

ら見学する◎

･自分が利用者だったら､介護
者だったらということを念頭

に置いて見学する0

● 実際に介霞者役と利用者役、

観察者を決め､ベッド上で着

脱の介助をしてみる。

･ダﾙー プで介助の段取りを考

え､実際にやってみる。

･介霞者役の感想､利用者役の

感想､観察者の感想をもと

に､どうすればより安全､安

楽に介助ができるか振り返

りをする。

』

指導方法と留意点

･全員が授業にのぞむ姿勢を

整えているか確露する｡

。｢ｼーﾂ交換j,.｢体位変換」
の授業で学んだことを想起

・できるように適宜発問す

る｡

･本時の実習の目標を理解さ

せる。

･全員が演示を見ることがで

きるよう、配慮する。

｡必ずメモをとりながら見学

するよう指示する｡

･鋭明を加えながらゆっくり

演示する、

･声かけや謝胃の作り方等、

生徒が意織できるようにや

や大袈裟に演示ずる。
･演示は一度に行わず､－場

面ずつ区切って行う。

･グループごとに話し合いが

できるよう、ベッド間を回

り適宜指示する｡

･ペッド上で着脱の介助をし

てみる。

｡まずは生徒の考えた方法を
体験させるため､方法につ

いてのヒントは出さないb

･関節可動域への配慮等､安
全に行われているかを確認

する。

･介霞者役と利用者役､観察

●

者を決めて実施しているか

適宜M鯛する｡ベッド上で

着脱の介助をしてみる。
グﾙー プ内で円滑に話し合

いができるよう支援する｡

1
1
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8評価の観点
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関心・意欲・態度 雁考・』珊断･表現 支能 知識･理櫛
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･身だしなみを整え､積極

的に実習に参加したか。

･安全なベッドを作ること

を意織して実習したか。
･利用者役への配慮ができ、

声かけを適切に行うこと

ができたか。

･安全に作業することを意

職して実習したか。

･同じグループのメンバー

と協力し実習した力も

･利用者､介謹者双方にと

って､安全､安楽に着脱

の介助をすることの必要

性を開職し、その方法に

ついて考えることができ

た力も

･利用者の自立に向けての

介助の方法について考え

ることができたか。

･利用者役､介謹者役の体

験から、今後の自己の課

題を明確にすることがで

きた恥

･本時の実習内容を、ボイ
ンﾄを踏まえてレポート
にまとめることができた

力も

･利用者､介護者双方にと
って､安全､安楽にﾘﾈ

ﾝ交換をすることができ

たか。

･利用者､介護者双方にと
って､安全､安楽にﾘﾈ

ﾝ交換をするにはどのよ

うにしたらよい力溜解で

きたか。

展開2

(60分）

<ﾘﾈﾝ交換の実際:実習＞

･安全､安楽にリネン交換をする
ためには介護者としてどうすれ
ぱよいか。

･各自､指示されたベッドの周
りに集合し､準傭をする。

･教員の演示を参考に､実際に
介讃者役と利用者役､観察者
を決め､リネン交換を体験す
る、

･介護者役の感想､利用者役の
感想､観察者の感想をもとに、
どうすればより安全､安楽に
リネン交換ができるか、グル
ープ毎にディスカッションし
ながら実習する。

･実習が始められる状鰻にな
るようベッド間を巡回し指
瀞する0

･ひとつひとつの動作が意織
できるように、ゆっくりと
時間をかけて動くように指
示する0

･適宜ペッドサイドを巡視し、
正しい方法で実施している

力蝿認し､必要に応じて指導
する。

･安全に実習できているかを
砿認し､必要に応じて指導す
る｡

まとめ

(10分）

･本時の学習の握り返り

･今後の自己の課題の明穂化

･例霞者役､利用者役の体験を
想起しながら本時の実習を
振り返る。

･今後の自分自身の課題につい
て考えてみる。

･解決しておきたい問題があれ
ば質問する＠

･本時の実習を想起できるよ
うに適宜発問する。

･介護者役と利用者役を体験
し、どのようなことを学吸
今後の学習にどう生かすか
を考えさせる。

･次回の授業の確認

･提出物の指示

･後片付けの確認と指示


